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新型コロナウイルス感染症対策のための来訪者対応方針の改定について 

 

 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、新型コロナウイルス感染対策の一環として、治験・臨床研究のモニタリング等の実

施について受け入れを再開しておりますが、感染状況の変更により遵守いただきたい条件

を以下の通り変更いたします。 

 

1) スケジュール調整のために、各担当者にメールで連絡する。(感染対策のため閲覧ブー

ス数及び受け入れ数の制限は継続しております。) 

2) 原則、原資料の直接閲覧のためのモニター(監査の場合は監査者)は各試験 1 名とす

る。 

3) 来訪日以前の 14 日以内に、海外渡航歴、最近の海外渡航歴のある者との接触、新型コ

ロナウイルス感染陽性者との接触、三密(密閉・密集・密接)となるイベント・集会・

食事会への参加のすべてがないことを確認する。 

4) 来訪日 14 日前より、検温、体調確認を行う。 

5) 来訪日当日は、37.5℃以上の発熱がないこと、咽頭痛、鼻閉感、咳嗽、呼吸困難、悪

寒、頭痛、腹痛、下痢、臭覚・味覚障害、又は倦怠感などの感冒様の症状がないこと

を確認し、マスク着用、手洗いを遵守する。部屋の入退室前後には手指消毒を実施す

る。 

6) 院内立ち入り後に体調の変化を認めた場合には、速やかに当院の担当者まで連絡す

る。 

 

 なお、引き続き当面の間、他の代替方法(TV 会議、メール・電話対応、延期・中止)が

可能な場合や直接閲覧の内容によっては実施を制限させていただきます。また、リモート

SDV システムのご利用を強く推奨しております（システムの詳細はこちらをご覧下さ

い）。 

 

 

https://ciru.dept.showa.gunma-u.ac.jp/information/pdf/remotesdv.pdf

